
舗装工事における
i-Constructionへの取り組み

(R403小須戸田上BP舗装工事)

令和2年度 i-Construction大賞（優秀賞）



工事概要

工 事 名 ：一般国道403号小須戸田上バイパス舗装工事

発 注 者 ：新潟市（新潟市土木部 東部地域土木事務所）

請負金額：￥112,618,000（税込み）

工 期 ：令和元年9月12日～令和2年3月13日

施工場所：新潟市秋葉区鎌倉他 地内

施工延長： L=1166.6ｍ

施工数量：(舗装工事抜粋)

上層路盤(粒調砕石 t=15cm)A=4,650m2、基層(②粗粒度As t=5cm)A=9,700m2

表層(⑥密粒度As 改質Ⅱ型 t=5cm) A=9,700m2



工期短縮・精度向上への取組

①TLS(地上型レーザースキャナ)を活用した起工測量
従来の縦横断測量に換わり、計測精度に優れ,広範囲にデータを取得できるTLSを用いて起工測量を行った。
結果、人員・日数とも省力化ができた。測点箇所だけではなく現場全体を面で計測する事により、現況に即した
設計データを作成する事ができた。

人 員 作業日数 人員×日数 備 考

従来測量 3人 5日 15 測定者・手元

TLS測量 1人 3日 3 測定者

3次元起工測量(TLS) 測量データ



②ICT建機による施工(上層路盤)
TLS測量を基に3次元設計データを作成し、MCグレーダによる施工を行った。従来施工のように丁張を設置する必要が無く、
施工時においても丁張毎(＠10ｍ)の基準高の確認が不要となり、結果として作業人員・施工日数の大幅な縮減を図ること
ができた。
仕上り精度においても、グレーダーのブレードを自動制御したことにより、出来形管理の測定値の精度向上につながった。

３

準備工 本施工 計 備 考

従来施工 4人×2日
(丁張設置)

7人×5日
(技術職員1人・重機運転手:3人・手元作業3人)

人員：43人
日数：5日

施工面積
A=4,646m2ICT施工 2人×0.5日

(MC建機ｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝ)
5人×3日
(技術職員1人・重機運転手:3人・手元作業1人)

人員：16人
日数：3.5日

MCグレーダー施工状況 TS出来形測定



出来形管理図表

上層路盤工（粒調砕石）の基準高において、最大・最小値が±10ｍｍ以内、平均値が±5ｍｍ以内となり、
従来施工に比べ大幅な精度向上が図られた。



③3次元出来形管理
上層路盤についてはTS、表層についてはTLSにより出来形管理(面管理)を行った。従来の人手を介した出来形測定～
管理図作成と異なり、TS・TLSによる測定結果が即時にヒートマップ等に反映される事から、人員・日数共に縮減が図られ、
大幅な生産性向上に繋がった。
また、表層で実施した面管理のデータは、従来の測点管理によらず舗装範囲全てを対象とする全数管理のため、舗装の
長期的な形状をモニタリングする上での初期値として、道路管理者にとって有用なものになると期待される。

出来形測定(TS) 出来形測定(TLS)

出来形測定 データ整理 備 考

従来管理 3人×2日 1人×2日 施工面積
A≒9,700m2ICT活用施工 2人×1日 1人×0.5日

面管理(ヒートマップ)



完成写真

３次元出来形管理(面管理：表層)の概要及び規格値

表層 施工状況(ホットジョイント)



現場見学・『かわらばん』の配布
ICT建機を活用した工事の実施に当たり、現場見学・『かわらばん』の配布を行い、積極的な波及への取り組みを実施した。

発注官庁を対象にした
現場見学会を実施

近隣自治会へ
毎月配布した
『かわらばん』



i-Constructionの取り組み

当社では、舗装関連工事における「i-Construction」の取り組みは2009年より行っている。

今回の現場も含め、過去にMCグレーダー施工を実施した現場では、従来の施工方法・測定方法と比較し20％～35％

の施工日数の短縮や施工精度の向上が認められている。

ICT施工は、コストの面から比較的施工量のある官庁発注工事に限られ、建機はレンタルにて対応してきたが、2020年

に自社機械（MCグレーダー）を導入、比較的施工規模の小さい（1000㎡程度）民間現場や官庁現場でも活用して

いる。ICT施工による生産性の向上、施工精度の向上は著しく、今後も様々な現場で活用し、積極的に取り組んでいき

たい。

ICT建機による施工事例


